
　電気自動車（EV）は気候変動対策の切り札と
して期待される一方，その製造過程やサプライ
チェーンに多くの課題を伴う。本書は，EV の普
及がもたらす脱炭素化の可能性と，その実現に向
けた経済・環境面の課題を多角的に検証する。
　EV は環境に優しい技術とされるが，石油を使
わない代わりにリチウムやコバルトなどの金属資
源に依存しており，その採掘は石油同様，地政学
的リスクや不平等を生みかねない。また，「グリー
ンウォッシュ（環境配慮を装った企業活動）」や不
透明なサプライチェーンの問題も背後に潜む。
　そのため，本書では EV が真に環境に貢献する
ために，製造から廃棄までのライフサイクル全体
での CO2 削減が不可欠であると指摘。再生可能
エネルギー活用や持続可能な資源調達への転換を
提言している。さらに，消費者が批判的視点を持
ち「お金で投票する」ことで，企業や産業を変え
る力を持っていることを強調する。グリーン・テ
クノロジーへの盲信を戒めつつ，EV の未来社会
における役割に希望を見出し，より良い選択を後
押しする一冊である。� （原）

　本書は，交通統計の収集・分析等を行っている
交通統計研究所が，明治初期に国鉄が開業してか
ら分割民営化までの百有余年の統計を１冊に集約
したものである。国鉄に関する代表的な統計とし
て，第二次世界大戦前は『鉄道統計資料』，戦後
は『鉄道統計年報』が毎年刊行されていたが，そ
のいずれにも，主要な項目を抜粋して編集した「累
年表」が含まれていた（時期によってスタイル，刊
行頻度が異なる）。本書は，この「累年表」を再編
集したものである。内容は，運輸，運転，経理，
職員，施設，車両，電気の各部門に分けられ，営
業キロにはじまり，鉄道旅客・貨物運輸成績，職
員数，在籍車両数など 52 項目が掲載されている。
また，原資料である「累年表」には記載されてい
ない路線図，図表，参考資料を加え，鉄道統計／
国鉄統計を利用する人への配慮ある構成となって
いる。
　新年度に入り本誌を新たに手に取られた方もい
らっしゃるかと思うが，資料室では本書をはじめ，
本書の元となった統計書も所蔵している。ご利用
を心よりお待ちしている。� （土方）
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